
令和８年５月２９日（金）１３:０５～１５:０５ 

【授業と保育の相互参観】 郡山市立喜久田小学校 

 

   

 

 
 

 

 

   

 

 

 

【協議会内容】 

テーマ「幼保小の相互理解と円滑な接続の在り方」について～ 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 幼保小連携推進事業「授業と保育の相互参観（協議会）」 

 

 

 

① 授業参観より 

・ペア学習を取り入れていて、まずは１人に思いを伝えることから始まったことで、言葉による伝

えあいができるようになっていたと感じました。 

・教師の支援は笑顔が多く、飽きさせない工夫があり、子どものやる気を引き出していると感じら

れました。 

② 発達や学びをつなぐスタートカリキュラムの実践～安心して学校生活を送るために 

・小人数でしたが、実際に公開授業を見てじっくり話し合いができるということが大きな成果につ

ながっていると感じました。個別の配慮や支援の仕方、小学校への引継ぎで重視していること等

を情報共有でき大変参考になりました。 

・就学に向けては、話を最後まで聞く力や自分の思いを伝える経験を遊びや活動の中で大切にして

いきたいと感じました。 

 

 

 

～喜久田小学校授業参観について～ 
１年生の１組、２組において、算数「なんばんめ」の授業を提供していただきました。授業は手

遊びから始まり、子どもたちが安心して活動に参加できる雰囲気作りがなされていました。 
また、一人一人の理解度に合わせた丁寧な指導が行われていました。さらに、子どもの発表に対

して全員で称賛する場面が多く見られ、互いを認め合う温かい雰囲気が感じられました。加えて、
ゲームを取り入れた活動を通して児童の意欲を高め、楽しみながら学ぶ姿が見られていました。 

≪参加者からのアンケート≫ 

・先生方の丁寧な声かけが温かい雰囲気で授業ができていることにつながっているのだなと思い

ました。また、授業をやりたいと思わせるための工夫がたくさんしてあり、楽しんで授業に取

り組む姿が見られ参考になりました。 

・保育園では、幼児期に育ってほしい１０の姿を念頭に置きながら、一人一人に合わせた関わり

をしていきたいと思います。 

・先生が児童のつぶやきを一つ一つもらさずに拾い上げて、児童に返しているのを見て、素晴ら

しいコーディネートだなと思いました。 


